








研究要旨 乳幼児期において養育者との相互交渉における情動の制御の過程はのちの人格

形成及び対人関係のみならず子どもの認知的発達にも大きな影響を及ぼすのである。本研

究は就学前までの子どもと養育者との日常生活でのコンフリクト場面に焦点を当て、短期

縦断法を用いて、子どもの情動反応と養育者のしつけ方略との関係を明らかにしょうとす

る。初年度は調査・面接用紙の作成と縦断観察の内容を決めるため、少数の 1.5 と 3 歳児

とその母親に面接を行い、コンフリクト場面についての情報を得た。 


